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一 般 目 標 
「心理学」という学問の概要および「心理学」の各分野についての理解を深める。また、獲得した

知識を社会や日常生活にあてはめて考えることで思考力・応用力を身につける。 

到 達 目 標 

（１）心理学がどのような学問なのかを理解している。 

（２）心理学の各分野の内容を理解している。 

（３）授業で学んだ内容を社会や日常生活にあてはめて考えることができる。 

授 業 の 概 要 

心理学が対象とする領域は広く、日常生活における様々な場面に心理学が関わっていると考えられ

る。本授業では、その心理学とはどのような学問なのか、どういった領域を扱うのかについて学ぶ。

また、各領域を学ぶ中で得られた知識を社会や日常生活にあてはめて考えてみる。 

ディプロマ・ポ

リシーとの関係 

本講義は、教育学部のディプロマ・ポリシーに掲げる｢１.社会・教育等に関連する国内外の様々な

問題について、現状・課題を認識し、その解決策を考察できる能力を身につけている。｣を育成する

科目として配置している。 

履 修 条 件 ・ 

注 意 事 項 
特になし 

授 業 計 画 

第１回：心理学とは何か（目標（1）（2）） 

  心理学の定義、歴史、研究方法などから、心理学がどのように発展し、また日常生活にどう役

立つのか考える。 

第２回：脳と心と心理学（目標（1）（2）） 

  脳と神経、神経伝達の仕組みについて調べ学習をすることで、心理学と生物学の関係を理解す   

  る。心理学と生物学の関係を理解する。 

第３回：感覚と知覚（目標（2）（3）） 

  感覚と知覚の基本知識について知ることで、普段自分たちがどのように世界を認識しているの

かについて考える。 

第４回：感情とモチベーション（目標（2）（3）） 

  感情の構造やメカニズム、機能について学ぶ。また、人間の感情と動機が行動にどう影響する

かを理解する。 

第５回：記憶と情報処理 （目標（2）（3）） 

記憶の内容や記憶のメカニズム、情報処理モデルについて学ぶ。   

第６回：知能と思考（目標（2）（3）） 

  知能の定義や測定の方法、また思考の仕組みと問題解決のプロセスについて理解する。 

第７回：パーソナリティ理論（目標（2）（3）） 

  パーソナリティの構成要素やビッグファイブ理論などについて知り、自分の人格がどのように 

形成させ、評価されるのかを学ぶ。  

第８回：社会心理学の基礎（目標（1）（2）） 

  社会心理学の基礎について知る（集団の影響・同調・偏見など）。他者や集団が個人の心理にど

のように影響を及ぼすかについて考える。 

第９回：臨床心理学の基礎（目標（1）（2）） 

  臨床心理学の専門性、理論モデル、カウンセリング技能などについて知る。また、臨床心理の



考え方ともつことが、子どもや児童生徒と関わる中でどう役立つか考える。 

第１０回：夢と意識の心理学（目標（1）（2）） 

  夢や意識・無意識が心に与える影響について、フロイトやユングの理論を通して考える（夢分

析、無意識の世界など）。 

第１１回：精神的健康と心理的障害（異常心理学） （目標（1）（2）） 

  うつ病、不安障害、統合失調など、様々な心理的障害の基本について知る。 

第１２回：心理療法 （目標（1）（2）(3)） 

  認知行動療法や精神分析など、心理的障害に対する治療方法を学ぶ。 

第１３回：心理学的アセスメント（目標(1)（2）（3）） 

   心理テストや質問紙調査の種類、適用方法、応用の注意点などについて学び、心理学的アセ

スメントがどのように行われ、どのような結果をもたらすのか理解する。 

第１４回：心理学と教育現場（目標(1)（2）（3）） 

  これまでに学んだ心理学の基本知識や理論を踏まえ、教育現場における教師・保育者の役割お

よび心理学の応用とアプローチについて考え、改めて教育現場における心理学の重要性を理解

する。 

第１５回：心理学の未来と新しい研究（まとめ）（目標（1）（2）(3)） 

 １４回目までの授業内容をまとめるとともに、授業内容が日常生活にどのように活かされるのか

について考える。 

定期試験 

学生に対する 

評 価 

授業外学習として提示される課題と学期末試験の結果により総合評価を行う。評価の割合は授業内

外学習の課題や発表などが40％、定期試験の成績が60％とする。 

時間外の学習 

に つ い て 

事前・事後学習として週4時間以上行うこと。 

授業内で提示される授業外学習に取り組むこと。 

テ キ ス ト 授業内で資料を配布する。  

参 考 書 ・ 

参 考 資 料 等 
授業内で適宜提示する。 

担当者からの 

メ ッ セ ー ジ 
本授業を通して、少しでも心理学について興味をもってくれればいいなと思います。 

オフィスアワー 質問等は毎回の講義の後に受け付ける。それ以外の時間は、事前にメールにてアポをとること。 

 


